
JP 2013-192584 A 2013.9.30

10

(57)【要約】
【課題】　偽と判定されたメダルを投入口の上側の位置
の排出口から排出できる。
【解決手段】　遊技用のメダルの枚数を計数するメダル
計数機であって、前記メダルが投入される投入口と、前
記投入口に投入された前記メダルの真偽を判定する判定
装置と、前記投入口の位置よりも上側の位置に設けられ
、前記判定装置により偽と判定された第１メダルが排出
される排出口と、前記第１メダルを前記排出口まで搬送
する第１搬送装置と、を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技用のメダルの枚数を計数するメダル計数機であって、
　前記メダルが投入される投入口と、
　前記投入口に投入された前記メダルの真偽を判定する判定装置と、
　前記投入口の位置よりも上側の位置に設けられ、前記判定装置により偽と判定された第
１メダルが排出される排出口と、
　前記第１メダルを前記排出口まで搬送する第１搬送装置と、
　を備えたことを特徴とするメダル計数機。
【請求項２】
　前記排出口の位置よりも上側の位置に設けられるメダルホッパと、
　前記判定装置により真と判定された第２メダルを貸し出し用のメダルとして前記メダル
ホッパまで搬送する第２搬送装置と、
　を備えたことを特徴とする請求項１に記載のメダル計数機。
【請求項３】
　前記第１搬送装置は、
　前記第１メダルを搬送する第１搬送部と、前記判定装置の判定結果に基づいて前記第１
メダルを前記第１搬送部の終端から前記排出口まで搬送する第２搬送部と、を有し、
　前記第２搬送装置は、
　前記第２メダルを前記第１メダルとともに搬送する前記第１搬送部と、前記判定装置の
判定結果に基づいて前記第２メダルを前記第１搬送部の終端から前記メダルホッパまで搬
送する第３搬送部と、を有する
　ことを特徴とする請求項２に記載のメダル計数機。
【請求項４】
　前記メダルホッパ内のメダルの量を検出する検出装置と、
　前記メダルホッパ内のメダルの量が所定量に達すると、前記第１搬送部が前記第２メダ
ルを搬送しないように、前記第１搬送部の始端の手前から前記第１及び第２搬送装置の搬
送路とは異なる位置に設けられるメダル容器まで前記第２メダルを搬送する第３搬送装置
と、
　を備えたことを特徴とする請求項３に記載のメダル計数機。
【請求項５】
　前記投入口の手前の位置において前記メダルを前記投入口に案内する第１受け皿と、
　前記排出口の手前の位置において前記排出口から排出される前記第１メダルを受け取る
第２受け皿と、を備え、
　前記第１受け皿及び前記第２受け皿は、垂直方向に並設される
　ことを特徴とする請求項１乃至４の何れかに記載のメダル計数機。
【請求項６】
　前記メダルホッパ内のメダルは、前記排出口を介して前記第２受け皿に排出される
　ことを特徴とする請求項５に記載のメダル計数機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メダル計数機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１において、例えば、遊技用のメダルの投入枚数を計数するメダル計数機が開
示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２００８－６１９９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　例えば、特許文献１に開示されるメダル計数機に、投入されたメダルの真偽を判定する
判定装置を設けて、当該判定装置で偽と判定されたメダルを排出口からメダル計数機外へ
排出することがある。当該排出口が、メダルを投入する投入口の位置よりも下側の位置に
設けられている場合、排出口からのメダルの排出が視認し辛くなる虞がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前述した課題を解決する主たる本発明は、遊技用のメダルの枚数を計数するメダル計数
機であって、前記メダルが投入される投入口と、前記投入口に投入された前記メダルの真
偽を判定する判定装置と、前記投入口の位置よりも上側の位置に設けられ、前記判定装置
により偽と判定された第１メダルが排出される排出口と、前記第１メダルを前記排出口ま
で搬送する第１搬送装置と、を備えたことを特徴とするメダル計数機である。
【０００６】
　本発明の他の特徴については、添付図面及び本明細書の記載により明らかとなる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、偽と判定されたメダルを投入口の上側の位置の排出口から排出できる
。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態における複数の台間機と遊技機とを示す斜視図である。
【図２】本発明の実施形態における台間機と遊技機とを示す斜視図である。
【図３】本発明の実施形態における台間機の内部を示す図である。
【図４】本発明の実施形態における、開口が塞がれた状態の振分装置を示す斜視図である
。
【図５】本発明の実施形態における、開口が露出した状態の振分装置を示す斜視図である
。
【図６】本発明の実施形態におけるリフトの内部を示す斜視図である。
【図７】本発明の実施形態おける、メダルを開口へ案内している状態のリフトの内部を示
す斜視図である。
【図８】本発明の実施形態における制御装置の機能を示すブロック図である。
【図９】本発明の本実施形態における台間機の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本明細書および添付図面の記載により、少なくとも以下の事項が明らかとなる。
【００１０】
＝＝＝台間機＝＝＝
　以下、図１、図２を参照して、本実施形態における台間機について説明する。図１は、
本実施形態における複数の台間機と遊技機とを示す斜視図である。図２は、本実施形態に
おける台間機と遊技機とを示す斜視図である。尚、図２は、側面板２ｂが取り外された状
態の台間機２００を示している。傾斜板２８の一部、蝶番２３１、開口２６ａは、見えな
い状態となっているが、説明の便宜上、点線で示されている。
【００１１】
　台間機２００（メダル計数機）は、遊技機１００で使用されるメダルＭＤ（図３）を貸
し出したり、台間機２００内に投入されたメダルＭＤの枚数を計数したりする機能を兼ね
備えた装置であることとする。尚、本実施形態において、Ｚ軸は、台間機２００が立設す
る垂直方向に沿う軸であり、上側に向かう方向を＋Ｚとし、下側に向かう方向を－Ｚとす
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る。Ｙ軸は、台間機２００の正面板２ａと背面板２ｃとに直交する方向に沿う軸であり、
正面板２ａから背面板２ｃに向かう方向を＋Ｙとし、背面板２ｃから正面板２ａに向かう
方向を－Ｙとする。Ｘ軸は、台間機２００と遊技機１００とが隣接する方向に沿う軸であ
り、一方に向かう方向を＋Ｘとし、他方に向かう方向を－Ｘとする。
【００１２】
　台間機２００と、例えばスロットマシン等の遊技機１００とは、遊技場（不図示）内に
複数台交互に隣接するように設置される。台間機２００は、筐体２、カード挿入口２１、
タッチパネル２２、錠２３、トレイ２５（第２受け皿）、トレイ２６（第１受け皿）、容
器４５、ユニット２０１、計数ユニット２０３、ホッパ２０２（メダルホッパ）、リフト
５を有している。
【００１３】
　筐体２は、略矩形柱形状を呈する。筐体２は、内部にユニット２０１、計数ユニット２
０３、ホッパ２０２、リフト５を収容できるように、中空構造となっている。筐体２の正
面板２ａには、カード挿入口２１、タッチパネル２２、錠２３、開口２５ａ、２５ｂ（排
出口）、開口２６ａ（投入口）、トレイ２５、２６、容器４５が設けられる。
【００１４】
　開口２６ａは、メダルＭＤの枚数を計数するために、メダルＭＤを筐体２内に投入する
ための孔である。トレイ２６は、開口２６ａにメダルＭＤを案内するための受け皿である
。開口２５ａ、２５ｂは、筐体２内のメダルＭＤを排出するための、開口２６ａよりも上
側の位置に設けられる孔である。トレイ２５は、開口２５ａ、２５ｂから排出されるメダ
ルＭＤを受け取るための、トレイ２６よりも上側の位置に設けられる受け皿である。尚、
開口２５ａ、２５ｂ、２６ａ、トレイ２５、２６については、後述する。
【００１５】
　容器４５は、傾斜板２８の孔２８２（図３）から落下する塵埃を収容するための塵埃収
容容器である。尚、傾斜板２８、孔２８２、容器４５については、後述する。
【００１６】
　カード挿入口２１は、台間機２００で計数されたメダルＭＤの枚数を示す情報が記憶さ
れる、例えばＩＣカードを挿入するための孔である。尚、例えば、カード挿入口２１に挿
入されたＩＣカードには、ユニット２０１内の書込装置（不図示）によって、メダルＭＤ
の枚数を示す情報が書き込まれるものとする。
【００１７】
　タッチパネル２２には、例えば、台間機２００の上側に設けられるビルバリ（不図示）
に投入された金銭の額に基づいて、メダルＭＤを貸し出すための貸出釦のイメージが表示
される。
【００１８】
　錠２３は、正面板２ａの開閉を禁止したり許可したりするために正面板２ａに設けられ
る。ここで、正面板２ａは、例えば、略矩形形状を呈する平板であり、正面板２ａの他方
側の縁が、側面板２ｅにおける正面側（－Ｙ）の縁に、複数の蝶番２３１によって取り付
けられている。つまり、正面板２ａは、正面板２ａの他方側の縁における複数の蝶番２３
１を軸に、開閉自在に筐体２に取り付けられている。例えば、正面板２ａを閉じた状態で
、鍵２４を用いて錠２３を施錠した場合、正面板２ａは開けない状態となる。又、例えば
、鍵２４を用いて錠２３を開錠した場合、正面板２ａは開閉できる状態となる。
【００１９】
　ホッパ２０２は、内部に貸し出し用のメダルＭＤが貯留される容器である。ホッパ２０
２については、後述する。
【００２０】
　リフト５は、筐体２内に投入されたメダルＭＤを、下側から上側に搬送する装置である
。尚、リフト５については、後述する。
【００２１】
＝＝＝開口、トレイ＝＝＝
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　以下、図２、図３を参照して、本実施形態における開口、トレイについて説明する。図
３は、本実施形態における台間機の内部を示す図である。尚、電極１４１乃至１４３、搬
送ベルト５８、ローラ５８１、５８２、振分装置５９、見えない状態となっているが、説
明の便宜上、点線で示されている。
【００２２】
　開口２６ａは、メダルＭＤが投入される孔である。開口２６ａから筐体２内に投入され
たメダルＭＤは、計数ユニット２０３によって計数される。計数ユニット２０３について
は、後述する。開口２６ａは、遊技機１００の遊技者が、メダルＭＤを投入し易い位置に
設けられる。開口２６ａは、例えば、正面板２ａにおける略中央よりも下側（－Ｚ）に設
けられる。開口２６ａの径は、複数枚のメダルＭＤを同時に筐体２内に投入できる程度に
設定される。
【００２３】
　トレイ２６は、開口２６ａにメダルＭＤを案内するために、開口２６ａの近傍に設けら
れる。トレイ２６は、トレイ２６内のメダルＭＤが開口２６ａに投入されるように、開口
２６ａの手前側（－Ｙ方向）に連続して設けられる。トレイ２６は、正面板２ａにおける
手前側の面から手前側に向かって突出するように設けられる。つまり、トレイ２６は、開
口２６ａよりも手前の位置において、メダルＭＤを開口２６ａに案内することとなる。ト
レイ２６のＹ軸方向の長さは、トレイ２６内に配設されている傾斜板２８が露出するよう
に、トレイ２５のＹ軸方向の長さよりも長くなるように設定されている。尚、傾斜板２８
については、後述する。トレイ２６のＸ軸方向の幅は、トレイ２６内のメダルＭＤを開口
２６ａに確実に案内できるように、開口２６ａのＸ軸方向の幅と同程度に設定される。
【００２４】
　開口２５ｂは、判定装置６０で偽と判定されたメダルＭＤが排出される孔である。尚、
判定装置６０については、後述する。開口２５ｂから排出されたメダルＭＤは、トレイ２
５内に収容されることとなる。開口２５ｂは、遊技機１００の遊技者が筐体２から排出さ
れるメダルＭＤを視認しやすいように、開口２６ａよりも上側（＋Ｚ）の位置に設けられ
る。
【００２５】
　開口２５ａは、ホッパ２０２内に貯留されているメダルＭＤを、筐体２外へ排出するた
めの孔である。開口２５ａから排出されたメダルＭＤは、トレイ２５内に収容されること
となる。開口２５ａは、開口２５ｂから排出されたメダルＭＤと同じトレイ２５内に収容
されるように、正面板２ａにおける開口２５ｂの近傍に設けられる。開口２５ａは、例え
ば、搬送ベルト６５よりも上側に設けられているホッパ２０２内のメダルＭＤが、当該メ
ダルＭＤの自重によって排出されるように、開口２５ｂの上側に設けられる。
【００２６】
　トレイ２５は、開口２５ａ、２５ｂから排出されたメダルＭＤを受け取るために、開口
２５ａ、２５ｂの近傍に設けられる。つまり、トレイ２５は、開口２５ａから排出された
メダルＭＤ、及び、開口２５ｂから排出されたメダルＭＤに兼用の受け皿として設けられ
る。トレイ２５は、開口２５ａ、２５ｂから排出されたメダルＭＤを受け取れるように、
開口２５ａ、２５ｂの手前側に連続して設けられる。トレイ２５は、遊技機１００の遊技
者が筐体２から排出されてトレイ２５内に収容されたメダルＭＤを視認しやすいように、
トレイ２６の上側の位置に設けられる。トレイ２５は、正面板２ａにおける手前側の面か
ら手前側に向かって突出するように設けられる。つまり、トレイ２５は、開口２５ａ、２
５ｂよりも手前の位置において、開口２５ａ、２５ｂから排出されるメダルＭＤを受け取
ることとなる。トレイ２５、２６は、垂直方向（Ｚ軸）に並設されることとなる。トレイ
２５は、トレイ２５におけるメダルＭＤを収容する凹部の底２５ｅの高さが、開口２５ｂ
の高さよりも低くなるように設けられる。トレイ２５の下部（－Ｚ）は、開口２６ａの近
傍に設けられる羽根車４を避けるように、上側に向かって抉られたような形状を呈する。
尚、羽根車４については、後述する。トレイ２５の下部における傾斜板２８と対向する一
部２５ｄは、下側に向かって突出している。トレイ２５は、例えば、トレイ２５の一部２
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５ｄと傾斜板２８との間に、メダルＭＤを通過させ、且つ、外部から筐体２の内部への悪
戯を防止できる程度の隙間ができるように、設けられる。トレイ２５のＸ軸方向の幅は、
開口２５ａ、２５ｂから排出されたメダルＭＤを確実に受け取れるように、開口２５ａ、
２５ｂのＸ軸方向の幅よりも長く設定されている。
【００２７】
＝＝＝傾斜板、孔、容器＝＝＝
　以下、図２、図３を参照して、本実施形態における傾斜板、孔について説明する。　
　傾斜板２８は、トレイ２６内のメダルＭＤを筐体２内へ搬送するための、例えば略矩形
形状を呈する平板である。傾斜板２８は、傾斜板２８の背面側の一部が略水平となるよう
に折り曲げられた形状を呈する。傾斜板２８は、トレイ２６内のメダルＭＤを開口２６ａ
に搬送できるように、トレイ２６内に取り付けられる。傾斜板２８は、傾斜板２８の正面
側（－Ｙ）の縁の高さが、傾斜板２８の背面側（＋Ｙ）の縁の高さよりも高くなるように
、トレイ２６内に取り付けられる。傾斜板２８の正面側の縁は、傾斜板２８の上面におけ
る手前側の一部がトレイ２５よりも手前側で露出するように、トレイ２６の内側面２６ｃ
に接続される。よって、トレイ２５との干渉をさけてトレイ２６内にメダルＭＤを投入で
きることとなる。尚、傾斜板２８の背面側の縁は、搬送ベルト６２の上面における正面側
の縁の近傍に設けられる。尚、傾斜板２８の背面側の縁の高さは、メダルＭＤが傾斜板２
８上における背面側の縁から搬送ベルト６２の上面に案内されるように、搬送ベルト６２
の上面の高さと同様な高さに設定される。傾斜板２８の上面の高さは、正面側から背面側
に向かうにつれて低くなっている。よって、トレイ２６内のメダルＭＤは、自重によって
傾斜板２８上を流下して開口２６ａへ搬送されることとなる。尚、例えば、傾斜板２８は
、トレイ２６と一体的に形成されるものとしてもよい。
【００２８】
　孔２８２は、傾斜板２８上を流下してきた塵埃を傾斜板２８の下側（－Ｚ）に落下させ
るための、傾斜板２８に形成される排出孔である。孔２８２は、筐体２の内部に塵埃が入
り込むのを防止するために、傾斜板２８における背面側の一部に形成される。孔２８２は
、開口２６ａよりも手前側に設けられる。孔２８２の径は、メダルＭＤの下流側への搬送
が規制されないように、メダルＭＤの径よりも十分に小さくなるように設定されているも
のとする。孔２８２は、例えば、メダルＭＤが傾斜板２８上を流下する方向と交差する方
向（Ｘ軸）に沿って複数形成される。尚、例えば、孔２８２の個数は一つであってもよい
。孔２８２の形状は、例えば、略円形状であっても、長孔形状であっても、略矩形形状で
あってもよい。
【００２９】
　容器４５は、孔２８２を介して傾斜板２８の上側から下側へ落下する塵埃を収容するた
めの塵埃収容容器である。容器４５は、孔２８２を介して落下する塵埃を収容できるよう
に、トレイ２６の下側における孔２８２と対向する位置に設けられる。容器４５は、容器
４５内に収容された塵埃を捨てるために容器４５を取り外せるように、筐体２に着脱可能
に取り付けられていることとする。
【００３０】
＝＝＝羽根車＝＝＝
　以下、図３を参照して、本実施形態における羽根車について説明する。　
　羽根車４は、傾斜板２８上を傾斜板２８における下流側の端まで流下してきたメダルＭ
Ｄを、搬送ベルト６２の上面に案内するための装置である。羽根車４は、複数の羽根４１
、回転軸４２を有する。回転軸４２は、筐体２の側面板２ｂ及び側面板２ｅと直交する方
向（Ｘ軸）に沿うように、傾斜板２８よりも上側（＋Ｚ）に設けられる。羽根４１は、メ
ダルＭＤを、傾斜板２８上の下流側（＋Ｙ）の端から、搬送ベルト６２の上面に案内する
ための部材であり、回転軸４２から放射状にのびるような形状を呈する。尚、羽根４１の
先端は、例えば、回転軸４２を中心に羽根車４が回転して羽根４１の先端と傾斜板２８の
上面とが接触した際に、羽根車４の回転が止まらないように、例えばゴム等の弾性材を用
いて形成してもよい。ここで、回転軸４２には、羽根車４が回転軸４２を中心に＋Ｘ方向
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から－Ｘ方向に向かって見て反時計回り方向（以下、「Ａ１方向」と称する）に回転する
ように、モータ（不図示）（以下、「羽根車４のモータ」と称する）から回転駆動力が加
えられるものとする。羽根車４のモータの起動及び停止は夫々、制御装置９から出力され
る起動信号及び停止信号によって制御されるものとする。尚、制御装置９については、後
述する。例えば、羽根車４が回転軸４２を中心にＡ１方向に回転した場合、傾斜板２８上
の下流側の端まで流下してきたメダルＭＤの正面側の縁は、羽根４１の先端における背面
側の面によって、正面側から背面側に向かって押されることとなる。よって、メダルＭＤ
は羽根４１によって、搬送ベルト６２の上面に載置されるように、正面側から背面側に向
かってくりだされることとなる。つまり、傾斜板２８上の下流側の端まで流下してきたメ
ダルＭＤは、羽根車４よって正面側から背面側に向かって案内されて、搬送ベルト６２の
上面に搬送されることとなる。
【００３１】
＝＝＝計数ユニット＝＝＝
　以下、図３を参照して、本実施形態における計数ユニットについて説明する。　
　計数ユニット２０３（図２）は、開口２６ａから投入されたメダルＭＤの真偽を判定し
たり、当該メダルＭＤの枚数を計数したりする機能を有する装置である。計数ユニット２
０３は、判定装置６０、計数装置６０ｃ、搬送装置６、振分装置７を有する。
【００３２】
　搬送装置６は、開口２６ａに投入されたメダルＭＤを、正面側（－Ｙ）から背面側（＋
Ｙ）に搬送したり、背面側から正面側に搬送したりする装置である。尚、搬送装置６につ
いては、後述する。
【００３３】
　振分装置７は、メダルＭＤの搬送先を切り替える装置である。尚、振分装置７について
は、後述する。
【００３４】
　判定装置６０は、メダルＭＤの真偽を判定する装置である。メダルＭＤの真偽の判定と
は、メダルＭＤが遊技機１００用のメダルであるか否かを判定することである。判定装置
６０は、例えば、基台６１上を正面側から背面側へ搬送されるメダルＭＤ夫々の一方の面
を撮影するためのＣＣＤカメラ（不図示）を有し、当該ＣＣＤカメラによって撮影された
メダルＭＤの画像に基づいて、メダルＭＤの真偽を夫々判定する。尚、メダルＭＤの搬送
については、後述する。尚、例えば、判定装置６０は、基台６１上のメダルＭＤを検出す
る磁気センサ（不図示）を有し、当該磁気センサの出力に基づいて、メダルＭＤの真偽を
夫々判定することとしてもよい。判定装置６０は、基台６１上を正面側から背面側へ搬送
される各メダルＭＤの真偽を示す判定信号を出力するものとする。
【００３５】
　計数装置６０ｃは、メダルＭＤの枚数を計数する装置である。計数装置６０ｃは、例え
ば、基台６１上を正面側から背面側へ搬送されるメダルＭＤを検出する磁気センサ（不図
示）を有し、当該磁気センサの出力に基づいて、メダルＭＤの枚数を計数するものとする
。計数装置６０ｃは、メダルＭＤの枚数を計数した結果を示す計数信号を出力するものと
する。
【００３６】
＝＝＝搬送装置＝＝＝
　以下、図３を参照して、本実施形態における搬送装置について説明する。　
　搬送装置６は、開口２６ａに投入されたメダルＭＤを、正面側（－Ｙ）から背面側（＋
Ｙ）に搬送したり、背面側から正面側に搬送したりする装置である。　
　搬送装置６は、基台６１、ベルト装置６２ｃ、６３ｃ、６４ｃ、６５ｃ、ローラ６６１
、モータＭ１、Ｍ２、Ｍ３を有している。
【００３７】
　基台６１には、判定装置６０、計数装置６０ｃが設けられる。基台６１は、例えば、基
台６１の上面（＋Ｚ）の高さが、傾斜板２８における折曲げられた背面側（＋Ｙ）側の一
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部の上面の高さと略同様となるように、筐体２内に配設される。基台６１は、基台６１と
傾斜板２８との間にベルト装置６２ｃを配設できるように、傾斜板２８から離れた位置に
配設される。基台６１の上面は、例えば、略水平となるように形成される。基台６１の上
面は、例えば、基台６１上をメダルＭＤが滑って搬送されるように、メダルＭＤとの摩擦
係数が比較的小さい材料を用いて形成される。
【００３８】
　ベルト装置６２ｃは、メダルＭＤを基台６１上に搬送するための装置である。ベルト装
置６２ｃは、搬送ベルト６２、ローラ６２１、６２２を有する。搬送ベルト６２は、例え
ば、表面にゴム等を被覆して、メダルＭＤとの摩擦係数が比較的大きくなるように形成さ
れた平ベルトである。搬送ベルト６２は、ローラ６２１、６２２に掛け渡されている。ロ
ーラ６２１、６２２は、搬送ベルト６２を支持すると共に、搬送ベルト６２を動かすため
の回転ローラである。ローラ６２１、６２２のうち、何れか一方に、モータＭ１から回転
駆動力が伝達される。ローラ６２１、６２２は夫々、Ｘ軸に沿った回転軸６２３、６２４
を中心に、＋Ｘ方向から－Ｘ方向に向かって見て時計回り方向（以下、「Ａ２方向」と称
する）に回転する。ローラ６２１、６２２のうち、モータＭ１から回転駆動力が伝達され
る一方のローラが主プーリとして機能し、他方のローラが従プーリとして機能するので、
ローラ６２１、６２２の回転速度は、相互に同様な回転速度となる。尚、モータＭ１の起
動及び停止は、例えば、制御装置９によって制御されるものとする。ローラ６２１、６２
２は、搬送ベルト６２の上面の高さが基台６１の上面と高さと同様となり、且つ、搬送ベ
ルト６２の上面が略水平となるように、筐体２内における基台６１と傾斜板２８との間に
設けられる。ローラ６２１、６２２は夫々、傾斜板２８、基台６１の近傍に設けられる。
尚、搬送ベルト６２の上面における正面側の縁と、傾斜板２８における背面側の縁との間
の隙間、及び、搬送ベルト６２の上面における背面側の縁と、基台６１における正面側の
縁との間の隙間から、メダルＭＤが落下しないように、ローラ６２１、６２２の位置は設
定されているものとする。ローラ６２１、６２２が夫々、回転軸６２３、６２４を中心に
Ａ２方向に回転した場合、搬送ベルト６２の上面は、正面側から背面側に移動することと
なる。よって、羽根車４によって搬送ベルト６２の上面に案内されたメダルＭＤは、搬送
ベルト６２によって基台６１上に搬送される。
【００３９】
　ローラ６６１は、搬送ベルト６２によって基台６１上に搬送されるメダルＭＤを、１枚
ずつ横倒させた状態で整列させるための回転ローラである。ローラ６６１は、例えば、ロ
ーラ６２２の上側に設けられる。ローラ６６１は、ローラ６６１と搬送ベルト６２の上面
との間の隙間の垂直方向の幅が、メダルＭＤの１枚分の厚さよりも長く、且つ、メダルＭ
Ｄの２枚分の厚さよりも短くなるように設けられる。ローラ６６１は、モータＭ１の回転
駆動力をうけて、Ｘ軸に沿った回転軸６６３を中心に、Ａ２方向に回転する。例えば、２
枚以上重なった状態のメダルＭＤが、搬送ベルト６３によって正面側から背面側に搬送さ
れてきた場合、最下段のメダルＭＤ以外のメダルは、ローラ６６１によって正面側に蹴り
返されて、最下段のメダルＭＤのみが基台６１上に搬送されることとなる。
【００４０】
　ベルト装置６３ｃは、基台６１上のメダルＭＤを正面側から背面側に搬送するための装
置である。ベルト装置６３ｃは、搬送ベルト６３、ローラ６３１、６３２、６３５を有す
る。搬送ベルト６３は、例えば、搬送ベルト６２と同様な形状、材質のベルトである。搬
送ベルト６３は、ローラ６３１、６３２、６３５に掛け渡されている。ローラ６３１、６
３２、６３５は、搬送ベルト６２を支持すると共に、搬送ベルト６３を動かすための回転
ローラである。ローラ６３１、６３２のうち、何れか一方に、モータＭ２から回転駆動力
が伝達される。ローラ６３１、６３２、６３５は夫々、Ｘ軸に沿った回転軸６３３、６３
４、６３６を中心に、Ａ１方向に回転する。ローラ６３１、６３２のうちモータＭ２から
回転駆動力が伝達される一方のローラが主プーリとして機能し、他方のローラが従プーリ
として機能することとなる。尚、ローラ６３５も従プーリとして機能することとなる。
【００４１】



(9) JP 2013-192584 A 2013.9.30

10

20

30

40

50

よって、ローラ６３１、６３２、６３５の回転速度は、相互に同様な回転速度となる。尚
、モータＭ２の起動及び停止は、例えば、制御装置９によって制御されるものとする。ロ
ーラ６３１、６３２は夫々、基台６１における正面側の縁の上側、基台６１における背面
側の縁の上側に設けられる。ローラ６３５は、ローラ６３１、６３２の略中央に設けられ
る。ローラ６３１、６３２、６３５は、搬送ベルト６３の下面が基台６１の上面と対向し
た状態で略平行となるように、筐体２内に設けられる。ローラ６３１、６３２、６３５は
、搬送ベルト６３の下面と基台６１の上面との間に挟まれたメダルＭＤが、搬送ベルト６
３の下面とメダルＭＤの上面との間の摩擦力によって、基台６１上を正面側から背面側に
滑って移動するように、設けられる。例えば、ローラ６３１、６３２、６３５が夫々、回
転軸６３３、６３４、６３６を中心にＡ１方向に回転した場合、搬送ベルト６２の下面は
、正面側から背面側に移動することとなる。よって、基台６１上のメダルＭＤは、搬送ベ
ルト６３の下面と基台６１との間に挟まれた状態で、基台６１上を滑るように正面側から
背面側に向かって振分装置７へ搬送される。
【００４２】
　ベルト装置６４ｃは、振分装置７から落下してきたメダルＭＤを開口２１ａへ搬送する
ための装置である。ここで、開口２１ａは、メダルＭＤを筐体２の下側に排出するために
、底板２ｄに形成された孔である。開口２１ａは、筐体２の下側に配設されているメダル
回収路（不図示）に通じているものとする。尚、メダル回収路中のメダルＭＤは、各台間
機２００に対して投入されたメダルＭＤを回収するためのメダル回収装置（不図示）へ搬
送されるものとする。尚、開口２１ａから通じているメダルＭＤを収容する領域がメダル
容器に相当する。ベルト装置６４ｃは、搬送ベルト６４、ローラ６４１、６４２を有する
。搬送ベルト６４は、例えば、搬送ベルト６２と同様な形状、材質のベルトである。搬送
ベルト６４は、ローラ６４１、６４２に掛け渡されている。ローラ６４１、６４２は、搬
送ベルト６４を支持すると共に、搬送ベルト６４を動かすための回転ローラである。ロー
ラ６４１、６４２のうち、何れか一方に、モータＭ２から回転駆動力が伝達される。ロー
ラ６４１、６４２は夫々、回転軸６４３、６４４を中心に、Ａ１方向に回転する。ローラ
６４１、６４２のうち、モータＭ２から回転駆動力が伝達される一方のローラが主プーリ
として機能し、他方のローラが従プーリとして機能するので、ローラ６４１、６４２の回
転速度は、相互に同様な回転速度となる。尚、モータＭ２の起動及び停止は、例えば、制
御装置９によって制御されるものとする。ローラ６４１は、ローラ６３２よりも背面側で
あり、且つ、基台６１よりも下側に設けられる。ローラ６４２は、ローラ６４１よりも正
面側であり、且つ、基台６１の下側に設けられる。尚、ローラ６４２は、例えば、搬送ベ
ルト６４の上面によって搬送されたメダルＭＤが、開口２１ａ内に投入されるように、開
口２１ａの上方（＋Ｚ）に設けられる。ローラ６４１、６４２が夫々、Ｘ軸に沿った回転
軸６４３、６４４を中心にＡ１方向に回転した場合、搬送ベルト６４の上面は、背面側か
ら正面側に移動することとなる。よって、搬送ベルト６４の上面に落下したメダルＭＤは
、搬送ベルト６４によって背面側から正面側に搬送されて、開口２１ａに投入されること
となる。
【００４３】
　ベルト装置６５ｃは、リフト５の開口５１ｂ（図６）から搬送ベルト６５上に排出され
たメダルＭＤを、背面側から正面側に搬送する装置である。尚、リフト５については、後
述する。ベルト装置６５ｃは、搬送ベルト６５、ローラ６５１、６５２を有する。搬送ベ
ルト６５は、例えば、搬送ベルト６２と同様な形状、材質のベルトである。搬送ベルト６
５は、ローラ６５１、６５２に掛け渡されている。ローラ６５１、６５２は、搬送ベルト
６５を支持すると共に、搬送ベルト６５を動かすための回転ローラである。ローラ６５１
、６５２のうち、何れか一方に、モータＭ３から回転駆動力が伝達される。ローラ６５１
、６５２は夫々、Ｘ軸に沿った回転軸６５３、６５４を中心に、Ａ１方向に回転する。ロ
ーラ６５１、６５２のうち、モータＭ３から回転駆動力が伝達される一方のローラが主プ
ーリとして機能し、他方のローラが従プーリとして機能するので、ローラ６５１、６５２
の回転速度は、相互に同様な回転速度となる。ローラ６５１、６５２は、ホッパ２０２と
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ベルト装置６３ｃとの間において、搬送ベルト６５の上面が略水平となるように、筐体２
内に設けられる。ローラ６５１、６５２は、開口５１ｂから搬送ベルト６５の上面にメダ
ルＭＤが排出されるように、搬送ベルト６５の上面の高さが開口５１ｂの高さよりも低く
なるように設けられる。ローラ６５１、６５２は、筐体２内において背面板２ｃに沿うよ
うに配設されているリフト５と、筐体２内における正面側に設けられる傾斜板１３との間
に設けられる。尚、例えば、ローラ６５１がリフト５の近傍に設けられ、ローラ６５２が
傾斜板１３の背面側の縁の近傍に設けられるものとする。
【００４４】
　ここで、傾斜板１３は、ベルト装置６５ｃによって背面側から正面側に搬送されてきた
メダルＭＤを、開口２５ｂから排出するための、例えば略矩形形状を呈する平板である。
傾斜板１３は、傾斜板１３の正面側（－Ｙ）の縁の高さが、傾斜板１３の背面側（＋Ｙ）
の縁の高さよりも低くなるように、筐体２内に配設される。傾斜板１３の背面側の縁の高
さは、搬送ベルト６５によってメダルＭＤが傾斜板１３の上面における背面側の縁まで搬
送されるように、搬送ベルト６５の上面の高さと同様な高さに設定されている。傾斜板１
３の正面側の縁は、正面板２ａにおける開口２５ｂの下側の縁に当接しているものとする
。ローラ６５１、６５２が夫々、回転軸６５３、６５４を中心にＡ１方向に回転した場合
、搬送ベルト６５の上面は、背面側から正面側に移動することとなる。よって、搬送ベル
ト６５上のメダルＭＤは、搬送ベルト６５によって傾斜板１３の上面における背面側の縁
まで搬送される。その後、当該メダルＭＤは、自重によって傾斜板１３上を流下して開口
２５ｂから筐体２外のトレイ２５へ排出されることとなる。
【００４５】
＝＝＝振分装置＝＝＝
　以下、図４、図５を参照して、本実施形態における振分装置について説明する。図４は
、本実施形態における、開口が塞がれた状態の振分装置を示す斜視図である。図５は、本
実施形態における、開口が露出した状態の振分装置を示す斜視図である。
【００４６】
　振分装置７は、メダルＭＤの搬送先を切り替える装置である。振分装置７は、ベルト装
置６３ｃによって正面側から背面側に搬送されてきたメダルＭＤの搬送先を、リフト５（
図３）側又は搬送ベルト６４側に切替える。振分装置７は、基台６１及びベルト装置６３
ｃと、リフト５との間に設けられる。振分装置７は、ベルト装置７１ｃ、平板７２、案内
部材７３、ソレノイド装置７４、レバー７５を有する。
【００４７】
　平板７２は、搬送ベルト６３によって搬送されたメダルＭＤが載置される、例えば略矩
形形状の部材である。平板７２は、例えば、平板７２上をメダルＭＤが滑って搬送される
ように、メダルＭＤとの摩擦係数が比較的小さい材料によって形成される。平板７２は、
略水平とされた状態で、平板７２の上面（＋Ｚ）の高さが基台６１（図３）の上面の高さ
と同様となるように、筐体２内における基台６１とリフト５との間に設けられる。尚、平
板７２は、平板７２における正面側（－Ｙ）の縁と、基台６１の上面における背面側の縁
との間の隙間から、メダルＭＤが落下しないように、基台６１の近傍に設けられる。
【００４８】
　ベルト装置７１ｃは、平板７２上のメダルＭＤを正面側から背面側に搬送するための装
置である。ベルト装置７１ｃは、搬送ベルト７１、ローラ７１１、７１２を有する。搬送
ベルト７１は、例えば、搬送ベルト６２と同様な形状、材質のベルトである。搬送ベルト
７１は、ローラ７１１、７１２に掛け渡されている。ローラ７１１、７１２は、搬送ベル
ト７１を支持すると共に、搬送ベルト７１を動かすための回転ローラである。ローラ７１
１、７１２のうち、何れか一方に、振分装置７を動作させるモータ（不図示）から回転駆
動力が伝達される。ローラ７１１、７１２は夫々、Ｘ軸に沿った回転軸７１３、７１４を
中心に、Ａ１方向に回転する。ローラ７１１、７１２のうち、振分装置７を動作させるモ
ータから回転駆動力が伝達される一方のローラが主プーリとして機能し、他方のローラが
従プーリとして機能するので、ローラ７１１、７１２の回転速度は、相互に同様な回転速
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度となる。ローラ７１１、７１２は、平板７２よりも上側に設けられる。ローラ７１１、
７１２は、搬送ベルト７１の下面が平板７２の上面と対向した状態で略水平となるように
、筐体２内に設けられる。ローラ７１１、７１２は、搬送ベルト７１の下面と平板７２の
上面との間に挟まれたメダルＭＤが、搬送ベルト７１の下面とメダルＭＤの上面との間の
摩擦力によって、平板７２上を正面側から背面側に滑って移動するように、設けられる。
例えば、ローラ７１１、７１２が夫々、回転軸７１３、７１４を中心にＡ１方向に回転し
た場合、搬送ベルト７１の下面は、正面側から背面側に移動することとなる。よって、平
板７２上のメダルＭＤは、搬送ベルト７１の下面と平板７２との間に挟まれた状態で、平
板７２上を滑るように正面側か背面側へ搬送される。
【００４９】
　レバー７５は、メダルＭＤの搬送先を切り替えるための部材である。レバー７５は、回
転軸７１４と平行な回動軸７６を中心に、Ｂ１方向（図４）又は、Ｂ２方向（図５）に回
動できるように、筐体２内に設けられる。レバー７５は、例えば、ソレノイド装置７４が
設けられる位置から、＋Ｘ側から－Ｘ側へ向かって見た際に、上側且つ背面側に向かって
抉られるような、略ク字形状を呈する。案内部材７３の上側に設けられた開口７３ａを開
閉できるように、レバー７５の一方側は、上側から開口７３ａを覆うように、背面側から
正面側に向かって突出するような形状を呈する。レバー７５の上面は、レバー７５の上面
と搬送ベルト７１の下面との間にメダルＭＤを挟んで、メダルＭＤを正面側から背面側へ
搬送できるような平面形状を呈する。レバー７５の一方側の端には、回動軸７６を中心に
レバー７５をＢ２方向に回動した際に、レバー７５の一方側の端と搬送ベルト７１とが干
渉しないように溝７５１が形成されている。レバー７５の一方側とは反対側の他方側の下
部には、回動軸７６が取り付けられる。
【００５０】
　ソレノイド装置７４は、レバー７５を回動させるための装置である。ソレノイド装置７
４は、レバー７５における背面側かつ上側に向かって抉られている位置に配設される。ソ
レノイド装置７４における可動部材７４１の先端は、例えば、レバー７５の他方側におけ
る回動軸７６が取り付けられている位置よりも上側の位置に正面側から接続される。可動
部材７４１は、Ｙ軸に沿って背面側に移動したり、正面側に移動したりする、例えば棒状
の部材である。可動部材７４１の移動は、制御装置９によって制御される。例えば、制御
装置９から出力される落下信号を受信したとき、ソレノイド装置７４内のソレノイド（不
図示）が通電されることとする。そのとき、ソレノイド装置７４は、可動部材７４１を背
面側に移動させることとする。又、例えば、制御装置９から出力される通過信号を受信し
た場合、ソレノイド装置７４内のソレノイドに供給される電流は遮断されることとする。
そのとき、ソレノイド装置７４は、可動部材７４１を正面側に移動させることとする。
【００５１】
　案内部材７３は、メダルＭＤが開口７３ａから、ソレノイド装置７４を避けて落下する
ように、メダルＭＤを案内するための部材である。尚、開口７３ａから落下したメダルＭ
Ｄは、搬送ベルト６４の上面に載置されることとなる。
【００５２】
　例えば、可動部材７４１が背面側から正面側に向かって移動した場合、レバー７５は、
回動軸７６を中心にＢ１方向に回動して、レバー７５の一方側によって開口７３ａが塞が
れることとなる。このとき、平板７２上のメダルＭＤは、レバー７５上をＣ１方向（図４
）へ搬送されることとなる。Ｃ１方向に搬送されたメダルＭＤは、リフト５のシュータ（
不図示）に投入されることとなる。尚、シュータとして、例えば、特開平４－８６９８１
号公報に開示されている技術を採用することが可能である。一方、例えば、可動部材７４
１が正面側から背面側に向かって移動した場合、レバー７５は、回動軸７６を中心にＢ２
方向に回動して、開口７３ａが露出した状態となる。このとき、平板７２上のメダルＭＤ
は、Ｃ２方向（図５）へ落下することとなる。Ｃ２方向に落下したメダルＭＤは、搬送ベ
ルト６４の上面に載置されることとなる。
【００５３】
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＝＝＝リフト＝＝＝
　以下、図３、図６を参照して、本実施形態におけるリフトについて説明する。図６は、
本実施形態における、リフトの内部を示す斜視図である。尚、図６は、筐体５０の一部が
省略された状態を示している。
【００５４】
　リフト５は、筐体２内に投入されたメダルＭＤを、下側（－Ｚ）から上側（＋Ｚ）に搬
送する装置である。リフト５は、シュータ内に投入されたメダルＭＤを、開口５１ａから
排出したり、開口５１ｂから排出したりする。リフト５は、筐体５０、搬送ベルト５８、
ローラ５８１、５８２、振分装置５９を有する。尚、振分装置５９については、後述する
。
【００５５】
　筐体５０は、例えば、略矩形柱形状を呈する。筐体５０は、内部に搬送ベルト５８、ロ
ーラ５８１、５８２、振分装置５９を収容できるように、中空構造となっている。筐体５
０の垂直方向（Ｚ軸）の長さは、シュータ内に投入されたメダルＭＤをホッパ２０２より
も上側まで搬送できる搬送ベルト５８が内部に配設されるように、例えば、基台６１の上
面からホッパ２０２の上側の縁までの垂直方向の長さよりも長いものとする。筐体５０は
、計数ユニット２０３（図２）及びホッパ２０２と、背面板２ｃとの間に設けられる。筐
体５０は、筐体５０の正面板５１１が振分装置７、ベルト装置６５ｃ、ホッパ２０２と対
向するように、筐体２内に設けられる。筐体５０は、筐体５０の上部がホッパ２０２の上
側の縁よりも上側に突出するように設けられる。筐体５０の正面板５１１におけるホッパ
２０２の上側の縁よりも高い位置には、リフト５によって下側から上側に搬送されるメダ
ルＭＤをリフト５の筐体５０から排出するための開口５１ａ（図２）が形成される。正面
板５１１における、開口５１ａが形成される位置よりも低く、且つ、搬送ベルト６５の上
面の高さよりも高い位置には、リフト５に下側から上側に搬送されるメダルＭＤを筐体５
０から排出するための開口５１ｂが形成される。
【００５６】
　搬送ベルト５８は、例えば、表面にゴム等を被覆して、メダルＭＤとの摩擦係数が比較
的大きくなるように形成された平ベルトである。搬送ベルト５８は、ローラ５８１、５８
２に掛け渡されている。ローラ５８１、５８２は、搬送ベルト５８を支持すると共に、搬
送ベルト５８を動かすための回転ローラである。ローラ５８１、５８２のうち、何れか一
方に、リフト５を動作させるモータ（不図示）から回転駆動力が伝達される。ローラ５８
１は、ローラ５８１の中心におけるＹ軸に沿った回転軸（以下、「ローラ５８１の回転軸
」と称する）を中心に、－Ｙ方向から＋Ｙ方向に向かって見て反時計回り方向（以下、「
Ｄ１方向」と称する）に回転する。ローラ５８２は、ローラ５８２の中心におけるＹ軸に
沿った回転軸（以下、「ローラ５８２の回転軸」と称する）を中心に、Ｄ１方向に回転す
る。ローラ５８１、５８２のうち、リフト５を動作させるモータから回転駆動力が伝達さ
れる一方のローラが主プーリとして機能し、他方のローラが従プーリとして機能するので
、ローラ５８１、５８２の回転速度は、相互に同様な回転速度となる。尚、リフト５を動
作させるモータの起動及び停止は、例えば、制御装置９によって制御されるものとする。
ローラ５８１、５８２は、搬送ベルト５８の一方側（＋Ｘ）の面によってメダルＭＤが下
側から上側に搬送されるように、搬送ベルト５８の一方側の面が略垂直な状態で、側面板
５１２の他方側の面と対向するように、筐体５０内に設けられる。尚、搬送ベルト５８の
長手方向の長さは、搬送ベルト５８の一方側の面における垂直方向の長さが、基台６１の
上面からホッパ２０２の上側の縁までの垂直方向の長さよりも長くなるように、設定され
る。ローラ５８１、５８２は、搬送ベルト５８の一方側の面と側面板５１２の他方側の面
との間の隙間のＸ軸方向の幅が、メダルＭＤの１枚分の厚さよりも長く、且つ、メダルＭ
Ｄの２枚分の厚さよりも短くなるように、設けられる。ローラ５８１は、ホッパ２０２の
上側の縁よりも上側に設けられる。ローラ５８２は、例えば、振分装置７と同様な高さの
位置に設けられる。
【００５７】
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　ローラ５８１、５８２に掛け渡されている搬送ベルト５８の外側の面には、メダルＭＤ
が載置される突起５８１ｂ、５８２ｂが設けられる。突起５８１ｂ、５８２ｂは、対とな
ってメダルＭＤを下側から支持できるように、搬送ベルト５８の外側の面における相互に
同じ高さの位置に設けられる。尚、振分装置７でＣ１方向に振分られたメダルＭＤは、リ
フト５のシュータ内で１枚ずつ整列されて、搬送ベルト５８の一方側の面における下側の
縁で、突起５８１ｂ、５８２ｂ上に１枚ずつ載置されることとする。突起５８１ｂ、５８
２ｂの対は、複数のメダルＭＤを同時に下側から上側に搬送できるように、搬送ベルト５
８の外側の面に搬送ベルト５８の長手方向に沿って複数設けられる。尚、突起５８１ｂ、
５８２ｂのＸ軸方向の長さは、搬送ベルト５８の一方側の面が上側に向かって移動したと
きに、側面板５１２における他方側の面と接触しない程度に設定される。尚、搬送ベルト
５８の一方側の面における上側の縁と、側面板５１２における他方側の面との間には、搬
送ベルト５８によって下側から上側に向かって搬送されるメダルＭＤを、開口５１ａへ案
内するための案内部材（不図示）が設けられているものとする。
【００５８】
　例えば、ローラ５８１、５８２が夫々、ローラ５８１の回転軸、ローラ５８２の回転軸
を中心にＤ１方向に回転した場合、搬送ベルト５８の一方側の面は、下側から上側に移動
することとなる。突起５８１ｂ、５８２ｂ上に載置されているメダルＭＤは、搬送ベルト
５８の一方側の面と側面板５１２の他方側の面との間を、下側から上側に向かって移動す
ることとなる。その後、当該メダルＭＤは、案内部材によって開口５１ａから排出された
後、ホッパ２０２内に貯留されることとなる。尚、例えば、側面板５１２の他方側の面は
、下側から上側に向かって移動するメダルＭＤが側面板５１２の他方側の面と接触した際
に、メダルＭＤが受ける摩擦力が弱くなるように、メダルＭＤとの摩擦係数が比較的小さ
い材料を用いて形成されることとしてもよい。
【００５９】
＝＝＝リフトの振分装置＝＝＝
　以下、図３、図６、図７を参照して、本実施形態におけるリフトの振分装置について説
明する。図７は、本実施形態における、メダルを開口へ案内している状態のリフトの内部
を示す斜視図である。尚、図７は、筐体５０の一部が省略された状態を示している。
【００６０】
　振分装置５９は、メダルＭＤの搬送先を切り替える装置である。振分装置５９は、リフ
ト５によって下側から上側に向かって搬送されるメダルＭＤの搬送先を、開口５１ａ側又
は開口５１ｂ側に切替える。振分装置５９は、筐体５０内における開口５１ｂと同様な高
さの位置に設けられる。振分装置５９は、ソレノイド装置５５、レバー５６、リンク部材
５７を有する。
【００６１】
　レバー５６は、ソレノイド装置５５から供給される駆動力に応じて、メダルＭＤの搬送
先を切り替えるための部材である。レバー５６は、一方側（＋Ｘ）から他方側（－Ｘ）に
向かって見て、略Ｌ字形状を呈する板部材である。レバー５６は、搬送ベルト５８の一方
側の面と平行となるように、筐体５０内に設けられる。レバー５６は、レバー５６におけ
る２辺を形成する部材が交わる位置においてＸ軸方向に沿った回動軸５６１を中心に、Ｅ
１方向（図６）又はＥ２方向（図７）へ回動できるように、取付部材５６２によって筐体
５０の側面板５１４の一方側の面に取り付けられる。レバー５６は、レバー５６が回動軸
５６１を中心にＥ２方向に回動した際に、レバー５６の一方の辺を形成する部材（以下、
「一方の部材」と称する）が、搬送ベルト５８の一方側の面と側面板５１２との間の隙間
に挿入されるように、搬送ベルト５８の近傍に取り付けられる。尚、レバー５６の厚さは
、搬送ベルト５８の一方側の面と、側面板５１２との間の隙間のＸ軸方向の幅よりも薄い
ものとする。
【００６２】
　ソレノイド装置５５は、レバー５６を回動させるための装置である。ソレノイド装置５
５は、レバー５６の他方の辺を形成する部材（以下、「他方の部材」と称する）の上側（
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＋Ｚ）からレバー５６に対して駆動力を与えるように、他方の部材の上側に取り付けられ
る。ソレノイド装置５５は、可動部材５５１を有する。可動部材５５１は、垂直方向（Ｚ
軸）に沿って上側に移動したり、下側（－Ｚ）に移動したりする、棒状の部材である。可
動部材５５１の移動は、制御装置９によって制御される。
【００６３】
　例えば、制御装置９から出力される真信号を受信したとき、ソレノイド装置５５内のソ
レノイド（不図示）が通電されることとする。そのとき、ソレノイド装置５５は、可動部
材５５１を下側に移動させることとする。又、例えば、制御装置９から出力される偽信号
を受信した場合、ソレノイド装置５５内のソレノイドに供給される電流は遮断されること
とする。そのとき、ソレノイド装置５５は、可動部材５５１を上側に移動させることとす
る。
【００６４】
　可動部材５５１の先端は、リンク部材５７を介してレバー５６における他方の部材の背
面側の端部と連結される。尚、リンク部材５７の一端は、Ｘ軸に沿った回動軸５７１を中
心に回動できるように、可動部材５５１の先端に回動自在に取り付けられる。リンク部材
５７の他端は、Ｘ軸に沿った回動軸５７２を中心に回動できるように、レバー５６におけ
る他方の部材の背面側の端部に回動自在に取り付けられる。
【００６５】
　例えば、可動部材５５１が上側から下側に向かって移動した場合、レバー５６は、回動
軸５６１を中心にＥ１方向に回動して、レバー５６の一方の部材が搬送ベルト５８の一方
側の面と側面板５１２との間から外れた位置に移動する。このとき、メダルＭＤは、突起
５８１ｂ、５８２ｂに載置された状態で下側から上側へ搬送される。その後、当該メダル
ＭＤは、開口５１ａから排出されて、ホッパ２０２内に貯留されることとなる。一方、例
えば、可動部材５５１が下側から上側に向かって移動した場合、レバー５６は、回動軸５
６１を中心にＥ２方向に回動して、レバー５６における一方の部材の上側の端部が搬送ベ
ルト５８の一方側の面と側面板５１２との間に移動する。このとき、突起５８１ｂ、５８
２ｂに載置された状態で搬送ベルト５８に下側から上側に向かって搬送されているメダル
ＭＤが、レバー５６の一方の部材における下側の縁と当接して、開口５１ｂから筐体５０
外へ排出される。当該メダルＭＤは、案内板５１ｃによって搬送ベルト６５の上面に案内
されることとなる。
【００６６】
　尚、基台６１、ベルト装置６３ｃ、振分装置７、リフト５、案内板５１ｃ、ベルト装置
６５ｃ、傾斜板１３が、第１搬送装置に相当する。基台６１、ベルト装置６３ｃ、振分装
置７、リフト５が第２搬送装置に相当する。基台６１、ベルト装置６２ｃ、振分装置７、
リフト５における下端から開口５１ｂが形成されている位置までの一部が、第１搬送部に
相当する。振分装置５９、案内板５１ｃ、ベルト装置６５ｃ、傾斜板１３が第２搬送部に
相当する。振分装置５９、リフト５における開口５１ｂが形成されている位置から上端ま
での一部が、第３搬送部に相当する。振分装置７、ベルト装置６４ｃが第３搬送装置に相
当する。
【００６７】
＝＝＝ホッパ＝＝＝
　以下、図３を参照して、本実施形態におけるホッパについて説明する。　
　ホッパ２０２は、内部に貸し出し用のメダルＭＤが貯留される容器である。ホッパ２０
２は、ベルト装置６５ｃ及び開口２５ａよりも上側（＋Ｚ）に設けられる。ホッパ２０２
は、電極１４１乃至１４３、メダル排出口１１、第１導通センサ（不図示）、第２導通セ
ンサ（不図示）を有する。尚、電極１４３、１４１、第２導通センサが検出装置に相当す
る。
【００６８】
　メダル排出口１１は、ホッパ２０２内に貯留されているメダルＭＤを排出するための孔
である。例えば、ビルバリに金銭が投入された後、タッチパネル２２上に表示された貸出
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釦が押下された場合、ビルバリに投入された金銭に基づく枚数のメダルＭＤが、メダル排
出口１１から排出される。当該メダルＭＤは、傾斜板１２上を流下して開口２５ａから筐
体２外へ排出されることとなる。
【００６９】
　ここで、傾斜板１２は、例えば略矩形形状を呈する平板である。傾斜板１２は、ホッパ
２０２内のメダルＭＤと、ベルト装置６５ｃによって搬送されてきたメダルＭＤとを夫々
、開口２５ａ、２５ｂから排出するために、メダルＭＤの搬送路を区画する区画板として
機能する。傾斜板１２は、ホッパ２０２内のメダルＭＤが開口２５ａから排出されるよう
に、傾斜板１３の上側に設けられる。傾斜板１２は、傾斜板１２の正面側（－Ｙ）の縁の
高さが、傾斜板１２の背面側（＋Ｙ）の縁の高さよりも低くなるように、筐体２内に配設
される。よって、ホッパ２０２から排出されたメダルＭＤは、傾斜板１２上を流下して開
口２５ａから排出される。又、ベルト装置６５ｃによって搬送されてきたメダルＭＤは、
傾斜板１３を介して開口２５ｂから排出される。つまり、ホッパ２０２内のメダルＭＤと
、ベルト装置６５ｃによって搬送されてきたメダルＭＤとが夫々、別の開口２５ａ、２５
ｂから排出されることとなる。
【００７０】
　電極１４１乃至１４３は、ホッパ２０２内のメダルＭＤの量（以下、「ホッパ２０２内
のメダル量」と称する）を検出するためにホッパ２０２内に設けられる。電極１４３、１
４２は、対となって、ホッパ２０２内のメダル量が第１メダル量を下回ったことを検出た
めのエンド検知センサとして機能する。第１メダル量とは、例えば、ビルバリに投入され
た金銭に基づくメダルＭＤの枚数を台間機２００から貸し出せない虞がある程度のメダル
ＭＤの量である。電極１４３、１４１は、対となって、ホッパ２０２内のメダル量が第２
メダル量（所定量）を下回ったことを検出ためのニアエンド検知センサとして機能する。
第２メダル量とは、例えば、予め決められているホッパ２０２の最大のメダル貯留容量よ
りも少なく、且つ、第１メダル量よりも多い、ホッパ２０２内のメダル量である。第２メ
ダル量は、例えば、ホッパ２０２内にメダルＭＤを補給するか否かの判断のために用いら
れる。尚、メダルＭＤの補給については、後述する。
【００７１】
　電極１４３は、例えば、メダル排出口１１と同程度の高さの位置において略水平に配設
される金属製の棒部材である。
【００７２】
　電極１４２は、例えば、背面側から正面側に向かうにつれて高さが低くなるように傾斜
する金属製の板部材である。電極１４２の背面側の縁は、ホッパ２０２の背面側の内壁に
おける上側の縁の近傍に取り付けられる。電極１４２の正面側の縁は、ホッパ２０２の略
中央に向かって突出している。尚、電極１４２の正面側の縁の高さは、ホッパ２０２内の
メダル量が第１メダル量より多いときに、電極１４２の正面側の縁とホッパ２０２内のメ
ダルＭＤとが接触し、且つ、ホッパ２０２内のメダル量が第１メダル量より少ないときに
、電極１４２の正面側の縁とホッパ２０２内のメダルＭＤとが接触しないような高さに設
定される。つまり、ホッパ２０２内のメダル量が第１メダル量よりも少ない場合、電極１
４２とホッパ２０２内のメダルＭＤとは接触しない状態となり、ホッパ２０２内のメダル
量が第１メダル量に達したときに、電極１４２とホッパ２０２内のメダルＭＤとが接触す
ることとなる。尚、電極１４２の正面側の縁の高さは、メダル排出口１１の高さよりも高
く設定される。
【００７３】
　電極１４１は、例えば、正面側から背面側に向かうにつれて高さが低くなるように傾斜
する金属製の板部材である。電極１４１の正面側の縁は、ホッパ２０２の正面側の内壁に
おける電極１４２の背面側の縁と同様な高さの位置に取り付けられる。電極１４１の背面
側の縁は、ホッパ２０２の略中央に向かって突出している。尚、電極１４１は、電極１４
１の背面側の縁の高さが、電極板１４２の正面側の縁の高さよりも高くなるように、ホッ
パ２０２内に取り付けられる。電極１４１背面側の縁の高さは、ホッパ２０２内のメダル
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量が第２メダル量より多いときに、電極１４１の背面側の縁とホッパ２０２内のメダルＭ
Ｄとが接触し、且つ、ホッパ２０２内のメダル量が第２メダル量より少ないときに、電極
１４１の背面側の縁とホッパ２０２内のメダルＭＤとが接触しないような高さに設定され
る。つまり、ホッパ２０２内のメダル量が第２メダル量よりも少ない場合、電極１４１と
ホッパ２０２内のメダルＭＤとは接触しない状態となり、ホッパ２０２内のメダル量が第
２メダル量に達したときに、電極１４１とホッパ２０２内のメダルＭＤとが接触すること
となる。
【００７４】
　第１導通センサは、電極１４３と電極１４２とが電気的に接続されているか否かを検出
するための装置である。例えば、ホッパ２０２内のメダルＭＤが第１メダル量よりも少な
い場合、電極１４２はホッパ２０２内のメダルＭＤと接触しないこととなる。電極１４３
と電極１４２とは、電気的に遮断されることとなる。このとき、第１導通センサは、第１
検出信号を出力するものとする。一方、例えば、ホッパ２０２内のメダルＭＤが第１メダ
ル量に達したとき、電極１４２はホッパ２０２内のメダルＭＤと接触することとなる。電
極１４３と電極１４２は、電気的に接続されることとなる。このとき、第１導通センサは
、第１検出信号を出力しないものとする。
【００７５】
　第２導通センサは、電極１４３と電極１４１とが電気的に接続されているか否かを検出
するための装置である。例えば、ホッパ２０２内のメダルＭＤが第２メダル量よりも少な
い場合、電極１４１はホッパ２０２内のメダルＭＤと接触しないこととなる。電極１４３
と電極１４１とは、電気的に遮断されることとなる。このとき、第２導通センサは、第２
検出信号を出力するものとする。一方、例えば、ホッパ２０２内のメダルＭＤが第２メダ
ル量に達したとき、電極１４１はホッパ２０２内のメダルＭＤと接触することとなる。電
極１４３と電極１４１は、電気的に接続されることとなる。このとき、第２導通センサは
、第２検出信号を出力しないものとする。
【００７６】
＝＝＝メダルＭＤの補給＝＝＝
　以下、図３を参照して、本実施形態におけるメダルＭＤの補給について説明する。　
　ホッパ２０２内へのメダルＭＤの補給は、メダル補給装置（不図示）によって自動的に
行われたり、遊技機１００が設置されている遊技場内のホールスタッフ（不図示）によっ
て手動で行われたりする。
【００７７】
　メダル補給装置は、例えば、第２導通センサと通信可能に接続され、第２検出信号を受
信した際に、筐体２の背面板２ｃにおける開口２１ａから、ホッパ２０２内にメダルＭＤ
を投入する。この場合、当該メダルＭＤは、傾斜板２１ｃ上を流下して、ホッパ２０２内
に貯留されることとなる。つまり、メダルＭＤは、第２検出信号に基づいて、ホッパ２０
２内に自動的に補給されることとなる。
【００７８】
　ホールスタッフによる手動でメダルＭＤを補給する場合、例えば、第１又は第２検出信
号を受信したことを示すモニタ（不図示）の画面表示に基づいて、ホールスタッフが、台
間機２００の正面板２ａを開いて、ホッパ２０２内へメダルＭＤを補給する。例えば、ホ
ールスタッフによる手動でメダルＭＤを補給する場合、当該メダルＭＤの補給作業時には
、台間機２００を使用できない状態となる。
【００７９】
＝＝＝制御装置＝＝＝
　以下、図３、図８を参照して、本実施形態における制御装置について説明する。図８は
、本実施形態における制御装置の機能を示すブロック図である。
【００８０】
　制御装置９は、モータＭ１乃至Ｍ３の制御回路（不図示）、羽根車４のモータの制御回
路（不図示）、第２導通センサ、判定装置６０、計数装置６０ｃ、ソレノイド装置５５、
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７４（以下、「台間機２００内の装置」と称する）と通信可能に接続される。
【００８１】
　制御装置９は、例えば、送受信部９１、記憶部９２、制御部９４を有する。　
　送受信部９１は、台間機２００内の装置との間で通信を行う。　
　記憶部９２は、例えば、第１の領域９２１、第２の領域９２２を有する。第１の領域９
２１には、例えば、台間機２００を制御するためのプログラムが記憶される。第２の領域
９２２には、例えば、計数装置６０ｃで計数されたメダルＭＤの枚数を示す情報が記憶さ
れる。更に、第２の領域９２２には、例えば、判定装置６０で偽であると判定されたメダ
ルＭＤ（第１メダル）（以下、「偽メダル」と称する）の枚数を示す情報が記憶される。
更に、第２の領域９２２には、例えば、判定装置６０で真と判定されたメダル（第２メダ
ル）（以下、「真メダル」と称する）の枚数を示す情報が記憶される。　
　制御部９４は、第１の領域９２１に記憶された台間機２００を制御するためのプログラ
ムに基づいて、台間機２００を制御する。
【００８２】
　例えば、メダルＭＤが偽であることを示す判定信号を受信した場合、制御部９４は、送
受信部９１から通過信号、偽信号を送信させる。例えば、メダルＭＤが真であることを示
す判定信号、及び、第２検出信号を受信した場合、制御部９４は、送受信部９１から通過
信号、真信号を送信させる。例えば、メダルＭＤが真であることを示す判定信号を受信し
、且つ、第２検出信号を受信しない場合、制御部９４は、送受信部９１から落下信号を送
信させる。
【００８３】
＝＝＝台間機の動作＝＝＝
　以下、図３、図９を参照して、本実施形態における台間機の動作について説明する。図
９は、本実施形態における台間機の動作を示すフローチャートである。
【００８４】
　例えば、第１の領域９２１内のプログラムの実行が開始されて、制御装置９が台間機２
００の制御を開始し、メダルＭＤの枚数を計数するために、トレイ２６内にメダルＭＤを
投入したところから説明する。
【００８５】
　制御装置９は、計数信号、判定信号を受信する（ステップＳ１）。制御装置９は、メダ
ルＭＤが真であるか否かを判断する（ステップＳ２）。例えば、メダルＭＤが偽であるこ
とを示す判定信号を受信したとき、制御装置９は、メダルＭＤが真でないと判断して（ス
テップＳ２のＮＯ）、通過信号、偽信号を送信する（ステップＳ４）。その後、制御装置
９は、台間機２００の制御動作を終了する。
【００８６】
　ソレノイド装置７４内のソレノイドに供給される電流が遮断されて、ソレノイド装置７
４は、可動部材７４１を背面側から正面側に移動させる。可動部材７４１が背面側から正
面側に向かって移動した場合、レバー７５は、回動軸７６を中心にＢ１方向（図４）に回
動して、レバー７５の一方側によって開口７３ａが塞がれることとなる。又、ソレノイド
装置５５内のソレノイドに供給される電流は遮断されて、ソレノイド装置５５は、可動部
材５５１を下側（－Ｚ）から上側（＋Ｚ）に移動させる。可動部材５５１が下側から上側
に向かって移動した場合、レバー５６は、回動軸５６１を中心にＥ２方向（図７）に回動
して、レバー５６における一方の部材の一部が搬送ベルト５８の一方側の面と側面板５１
２との間に移動することとなる。
【００８７】
　よって、トレイ２６内から、傾斜板２８、ベルト装置６２ｃ、６３ｃによって基台６１
上における背面側の縁まで搬送されたメダルＭＤは、振分装置７によってＣ１方向に振分
られる。当該メダルＭＤは、リフト５のシュータ内に収容された後、リフト５によって下
側から上側に移動されて、開口５１ｂから搬送ベルト６３上へ排出される。その後、当該
メダルＭＤは、ベルト装置６５ｃ、傾斜板１３によって背面側から正面側に搬送されて、
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開口２５ｂから筐体２外のトレイ２５内に排出されることとなる。
【００８８】
　一方、上記ステップＳ２の判断において、メダルＭＤが真であることを示す判定信号を
受信したとき、制御装置９は、メダルＭＤが真であると判断して（ステップＳ２のＹＥＳ
）、ホッパ２０２内のメダル量が、第２メダル量に達したか否かを判断する（ステップＳ
３）。例えば、第２検出信号を受信しているとき、制御装置９は、ホッパ２０２内のメダ
ル量が第２メダル量に達していないと判断（ステップＳ３のＮＯ）して、通過信号、真信
号を送信する（ステップＳ５）。その後、制御装置９は、台間機２００の制御動作を終了
する。
【００８９】
　ソレノイド装置５５内のソレノイドが通電されて、ソレノイド装置５５は、可動部材５
５１を上側から下側に移動させる。可動部材５５１が上側から下側に向かって移動した場
合、レバー５６は、回動軸５６１を中心にＥ１方向（図６）に回動して、レバー５６の一
方の部材が搬送ベルト５８の一方側の面と側面板５１２との間から外れた位置に移動する
こととなる。尚、通過信号を受信したときの振分装置７の動作については、前述したので
、その説明は省略する。
【００９０】
　よって、トレイ２６内から、傾斜板２８、ベルト装置６２ｃ、６３ｃによって基台６１
上における背面側の縁まで搬送されたメダルＭＤは、振分装置７によってＣ１方向に振分
られる。当該メダルＭＤは、リフト５のシュータ内に収容された後、リフト５によって下
側から上側に移動されて、開口５１ａから排出されて、ホッパ２０２内に貯留されること
となる。
【００９１】
　又、上記ステップＳ３の判断において、第２検出信号を受信してないとき、制御装置９
は、ホッパ２０２内のメダル量が第２メダル量に達したと判断（ステップＳ３のＹＥＳ）
して、落下信号を送信する（ステップＳ６）。その後、制御装置９は、台間機２００の制
御動作を終了する。
【００９２】
　ソレノイド装置７４内のソレノイドが通電されて、ソレノイド装置７４は、可動部材７
４１を正面側から背面側に移動させる。可動部材７４１が正面側から背面側に向かって移
動した場合、レバー７５は、回動軸７６を中心にＢ２方向（図５）に回動して、開口７３
ａが露出することとなる。
【００９３】
　よって、トレイ２６内から、傾斜板２８、ベルト装置６２ｃ、６３ｃによって基台６１
上における背面側の縁まで搬送されたメダルＭＤは、振分装置７によってＣ２方向に振分
られる。当該メダルＭＤは、ベルト装置６４ｃによって背面側から正面側へ搬送されて、
開口２１ａから排出されることとなる。
【００９４】
　尚、ステップＳ４乃至Ｓ６の制御動作は、例えば、基台６１上に整列されて、真偽判定
が行われた各メダルＭＤが、台間機２００の何れの位置を移動しているかに基づいて、行
われることとしてもよい。例えば、台間機２００内におけるメダルＭＤが搬送される搬送
路上に、各メダルＭＤが通過したことを検出するセンサを設けて、当該センサの検出結果
に基づいて、各メダルＭＤの台間機２００内での搬送を制御してもよい。
【００９５】
　又、例えば、制御装置９による台間機２００の制御動作が終了した後、カード挿入口２
１に挿入されているＩＣカードに対して、メダルＭＤの枚数の情報が書き込まれることと
してもよい。当該ＩＣカードには、例えば、計数装置６０ｃで計数されたメダルＭＤの枚
数を示す情報と、偽メダルの枚数を示す情報との双方が書き込まれることとしてもよいし
、真メダルの枚数を示す情報のみが書き込まれることとしてもよい。
【００９６】
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　又、例えば、制御装置９が計数信号を受信した後、制御装置９が予め定められた時間内
に計数信号を再度受信しない場合、制御装置９が最後に計数信号を受信してから予め定め
られた時間経過したときに、制御装置９がモータＭ１乃至Ｍ３、羽根車４のモータ、リフ
ト５を動作させるモータ、振分装置７を動作させるモータを停止するものとしてもよい。
尚、予め定められた時間とは、台間機２００内に投入されたメダルＭＤが計数されてから
、当該メダルＭＤが開口２１ａを介して排出されるまでの時間よりも長く、且つ、メダル
ＭＤが計数されてから、当該メダルＭＤが開口２５ｂを介して排出されるまでの時間より
も長く、且つ、メダルＭＤが計数されてから、当該メダルＭＤがホッパ２０２内に貯留さ
れるまでの時間よりも長い時間であり、実験等に基づいて設定されるものとしてもよい。
【００９７】
又、各メダルＭＤが通過したことを検出するセンサの出力に基づいて、台間機２００内の
メダルＭＤの搬送が終了したときに、モータＭ１乃至Ｍ３、羽根車４のモータ、リフト５
を動作させるモータ、振分装置７が停止されることとしてもよい。
【００９８】
　前述したように、台間機２００には、開口２６ａ、２５ｂが設けられる。開口２５ｂは
、開口２６ａの位置よりも上側の位置に設けられる。開口２６ａには、メダルＭＤが投入
される。判定装置６０は、メダルＭＤの真偽を判定する装置である。基台６１の上面、ベ
ルト装置６３ｃ、振分装置７、リフト５、案内板５１ｃ、ベルト装置６５ｃ、傾斜板１３
によって、偽メダルは開口２５ｂまで搬送される。偽メダルは、開口２５ａの上側の位置
における、開口２５ｂから排出される。よって、偽メダルは、台間機２００におけるメダ
ルＭＤを視認し易い位置から排出されることとなる。従って、遊技者に対して、偽メダル
が排出されたことを確実に知らせることができる。
【００９９】
　又、ホッパ２０２は、開口２５ｂよりも上側の位置に設けられる。基台６１の上面、ベ
ルト装置６３ｃ、振分装置７、リフト５によって、真メダルはホッパ２０２まで搬送され
る。よって、開口２６ａに投入されたメダルＭＤが、貸し出し用のメダルＭＤとして、ホ
ッパ２０２内に貯留されることとなる。真メダルは、開口２５ｂから排出されずに、ホッ
パ２０２内に貯留されることとなる。又、開口２５ｂからは、偽メダルのみが排出される
こととなる。従って、遊技者は、開口２５ｂからメダルＭＤが排出されたか否かによって
、偽メダルが排出されたか否かを確実に確認することができる。又、開口２６ａに投入さ
れた真メダルを、貸し出し用のメダルとして、ホッパ２０２内に補給することが可能とな
る。従って、例えば、ホールスタッフによる手動でホッパ２０２内のメダルＭＤを補給す
る回数を減らして、当該メダルＭＤを補給する作業のために、台間機２００の使用が禁止
される期間を短くすることができる。つまり、台間機２００の稼働率を上げることができ
る。
【０１００】
　又、基台６１の上面、ベルト装置６２ｃ、振分装置７は、真メダル、偽メダルを共に正
面側から背面側へ搬送する。真メダル、偽メダルは、共に、リフト５よって下側から開口
５１ｂが形成されている高さの位置まで搬送される。振分装置５９は、偽メダル、真メダ
ルの搬送先を夫々開口５１ｂ、５１ａに切替える。リフト５は、真メダルを下側から上側
に搬送して、開口５１ａから排出する。開口５１ａから排出された真メダルは、ホッパ２
０２内に貯留される。案内板５１ｃ、ベルト装置６５ｃ、傾斜板１３は、開口５１ｂから
排出された偽メダルを開口２５ｂまで搬送する。当該偽メダルは、開口２５ｂから排出さ
れる。判定装置６０の判定結果に基づいて、偽メダル、真メダルの搬送先を夫々、開口２
５ｂ、ホッパ２０２へ切り替えることができる。従って、偽メダルのみを確実に開口２５
ｂから排出することができる。又、真メダルのみを確実にホッパ２０２内に貯留させるこ
とができる。
【０１０１】
　又、第２導通センサ、電極１４１、１４３によって、ホッパ２０２内のメダル量が検出
される。制御装置９が、メダルＭＤが真であることを示す判定信号を受信し、且つ、第２
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検出信号を受信しない場合、振分装置７は、メダルＭＤを落下させる。ベルト装置６４ｃ
は、当該メダルＭＤを開口２１ａへ搬送する。ホッパ２０２内のメダル量に応じて、ホッ
パ２０２内に真メダルを補給することができる。よって、例えば、ホッパ２０２の最大の
メダル貯留容量を超えないように、ホッパ２０２のメダルＭＤを補給することができる。
ホッパ２０２のメダルＭＤを確実に補給して、台間機２００の稼働率を確実に上げること
ができる。
【０１０２】
　又、トレイ２５、２６は夫々、開口２６ａ、２５ｂの手前側（－Ｙ）の位置に垂直方向
（Ｚ軸）に並設される。尚、トレイ２５は、開口２５ｂから排出されたメダルＭＤを受け
取る。又、トレイ２６は、トレイ２６内のメダルＭＤを開口２６ａに案内する。よって、
開口２５ｂから排出された偽メダルはトレイ２５内に収容されることとなる。従って、開
口２５ｂから排出される偽メダルの視認性を更に向上させることができる。又、トレイ２
６にメダルＭＤを投入することによって、メダルＭＤは開口２６ａへ案内されて確実に台
間機２００内に投入されることとなる。従って、メダルＭＤを投入しやすく、使い勝手の
よい台間機２００を提供することができる。
【０１０３】
　又、ホッパ２０２内のメダルＭＤは、開口２５ａを介してトレイ２５に排出される。よ
って、台間機２００から貸し出されるメダルＭＤと、開口２５ｂから排出されるメダルＭ
Ｄの双方を、トレイ２５で受け取ることが可能となる。従って、台間機２００から貸し出
されるメダルＭＤを受け取るトレイ、開口２５ｂから排出されるメダルＭＤを受け取るト
レイを、別個に夫々設ける必要がないので、台間機２００の製造コストを抑えることがで
きる。
【０１０４】
　尚、本実施形態は、本発明の理解を容易にするためのものであり、本発明を限定して解
釈するためのものではない。本発明は、その趣旨を逸脱することなく、変更、改良され得
るとともに、本発明にはその等価物も含まれる。
【０１０５】
　例えば、トレイ２５内におけるメダルＭＤを受け取る凹部を区画するための敷居を設け
て、開口２５ａ、２５ｂ夫々から排出されたメダルＭＤが当該敷居を境に分別された状態
でトレイ２５内に収容されることとしてもよい。その場合、ホッパ２０２から貸し出され
たメダルＭＤと、開口２５ｂから排出された偽メダルとがトレイ２５内で混在するのを防
止して、台間機２００からの偽メダルの排出の視認性を向上させることができる。
【０１０６】
　又、本実施形態においては、開口２５ａ、２５ｂから排出されたメダルＭＤの双方が収
容される兼用のトレイ２５を設ける構成について説明したが、これに限定されるものでは
ない。例えば、開口２５ａ、２５ｂから排出されたメダルＭＤ夫々を収容するための複数
のトレイを設けてもよい。その場合、ホッパ２０２から貸し出されたメダルＭＤと、開口
２５ｂから排出された偽メダルとがトレイ２５内で混在するのを確実に防止して、台間機
２００に投入したメダルＭＤの中に偽メダルが含まれていたことを、遊技機１００の遊技
者に対して、確実に知らせることができる。
【０１０７】
　又、本実施形態においては、開口２５ａから排出されたメダルＭＤがトレイ２５内に収
容される構成について説明したが、これに限定されるものではない。例えば、開口２５ａ
から排出されたメダルＭＤを遊技機１００のメダル排出口１０２（図１）へ導くためのノ
ズルを、筐体２に設けてもよい。その場合、台間機２００から貸し出されたメダルＭＤ、
遊技機１００から排出されたメダルＭＤが共に、メダル排出口１０２内に収容されること
となる。よって、遊技機１００の遊技者の手持ちのメダルＭＤを、一箇所に集約すること
ができるので、使い勝手のよい遊技機１００、台間機２００を提供することができる。
【０１０８】
　又、本実施形態においては、振分装置７から落下したメダルＭＤを開口２１ａに投入す
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る構成について説明したが、これに限定されるものではない。例えば、筐体２内にメダル
ＭＤを収容するメダル容器を配設して、振分装置７から落下したメダルＭＤを当該メダル
容器内に収容することとしてもよい。その場合、例えば、ホッパ２０２内のホールスタッ
フが手動で補給する際に、当該メダル容器内のメダルＭＤを利用することができる。よっ
て、メダルＭＤを補給するホールスタッフは、ホッパ２０２内に補給するためのメダルＭ
Ｄを別途持ち込む必要が無いので、ホッパ２０２のメダルの補給を迅速に行うことができ
る。従って、台間機２００の稼働率を向上させることができる。
【符号の説明】
【０１０９】
２、５０　筐体
５　　　　リフト
６　　　　搬送装置
７、５９　振分装置
９　　　　制御装置
１２、１３、２８　傾斜板
２１ａ、２５ａ、２５ｂ、２６ａ、５１ｂ、５１ｂ、７３ａ　開口
２５、２６　トレイ
６０　　判定装置
６０ｃ　計数装置
６１　　基台
６２ｃ、６３ｃ、６４ｃ、６５ｃ、７１ｃ　ベルト装置
１００　遊技機
１４１、１４２、１４３　電極
２００　台間機
２０１　ユニット
２０２　ホッパ
２０３　計数ユニット
ＭＤ　　メダル
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